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第3期データヘルス計画を策定するにあたっての重点項目

当健康保険組合は、次頁掲載の医療費の実態に基づき、医療費の高いもの、
健康保険組合として対応することができるものかどうか等を検討した上で、
下記の重点項目を中心に計画を実施いたします。
実施にあたっては、加入者のヘルスリテラシー向上を意識したアプローチを行います。

1. 生活習慣病対策

2. がん対策

3. メンタルヘルス対策

4.  ロコモ対策、男性・女性特有の健康課題への支援

5. 加入事業所の実態やニーズに応じた取り組み

上記についての具体的な事業内容についても後述しておりますので、ご参照ください。



＜2022年度現状分析＞疾病大分類別一人当たり医療費

出典：健保連レセプト管理・分析システム

0 5,000 10,000 15,000 20,000

88：ワープロ病名等

22：重症急性呼吸器症候群など

21：健康影響・保健サービス

19：損傷・中毒・外因性

18：他に分類されないもの

17：先天奇形変形・染色体異常

14：腎尿路生殖器系疾患

13：筋骨格系・結合組織疾患

12：皮膚・皮下組織感染症

11：消化器系疾患

10：呼吸器系疾患

09：循環器系疾患

08：耳・乳様突起疾患

07：眼・付属器疾患

06：神経系疾患

05：精神・行動障害

04：内分泌・栄養・代謝疾患

03：血液・造血器・免疫障害

02：新生物

01：感染症・寄生虫症

被保険者・男性

当健保組合 全健保組合

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

88：ワープロ病名等

22：重症急性呼吸器症候群など

21：健康影響・保健サービス

19：損傷・中毒・外因性

18：他に分類されないもの

17：先天奇形変形・染色体異常

16：周産期発生病態

15：妊娠・分娩・産じょく

14：腎尿路生殖器系疾患

13：筋骨格系・結合組織疾患

12：皮膚・皮下組織感染症

11：消化器系疾患

10：呼吸器系疾患

09：循環器系疾患

08：耳・乳様突起疾患

07：眼・付属器疾患

06：神経系疾患

05：精神・行動障害

04：内分泌・栄養・代謝疾患

03：血液・造血器・免疫障害

02：新生物

01：感染症・寄生虫症

被保険者・女性

当健保組合 全健保組合



＜2022年度現状分析＞疾病大分類別一人当たり医療費

出典：健保連レセプト管理・分析システム
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＜2022年度現状分析＞生活習慣病に関わる疾病の一人当たり医療費

出典：健保連レセプト管理・分析システム

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

人工透析

高血圧性腎臓障害

肝機能障害

高脂血症

高尿酸血症

高血圧症

動脈閉塞

虚血性心疾患

脳血管疾患

糖尿病

被保険者・男性

当健保組合 全健保組合

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

人工透析

高血圧性腎臓障害

肝機能障害

高脂血症

高尿酸血症

高血圧症

動脈閉塞

虚血性心疾患

脳血管疾患

糖尿病

被保険者・女性

当健保組合 全健保組合



＜現状分析＞特定健康診査受診率、特定保健指導実施率

出典：健保連レセプト管理・分析システム
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１．生活習慣病対策

既存事業 被保険者 被扶養者

特定健康診査（40歳以上） 〇 〇

特定保健指導（40歳以上） 〇 〇

特定健康診査結果通知 〇 ○

スポーツクラブ利用補助 〇 〇

特定保健指導
・35歳～39歳前倒し実施
・服薬者保健指導

〇 ○

生活習慣病重症化予防プログラム ○ ○

管理栄養士による
新入社員向けセミナー

〇

特定健康診査予約勧奨 事業主主体 〇

２．がん対策

既存事業 被保険者 被扶養者

子宮頸がん検診 〇 〇

乳がん検診 〇 〇

胃がん検診 ○ ○

肺がん検診 ○ ○

大腸がん検診 ○ ○

前立腺腫瘍マーカー検査 ○ ○

強化事業

精密検査受診勧奨 〇 ○

http://www.hp-kenpo.or.jp/member/application/strength_b.html
http://www.hp-kenpo.or.jp/member/health/checkup_a.html#cat01Health03
http://www.hp-kenpo.or.jp/member/health/checkup_a.html#cat01Health03


３．メンタルヘルス対策

既存事業 被保険者 被扶養者

メンタルヘルスセミナー開催支援
・管理職向け（ラインケア）
・セルフケア

〇

新任管理職向けオリエンテーション
における情報提供

〇

EAP相談窓口の提供と周知 〇 〇

強化事業

新入社員向けメンタルヘルスセミナー 〇

ICTカウンセリングサービス 〇 ○

対面カウンセリングサービス ○

４．ロコモ対策
男性・女性特有の健康課題への支援

強化事業 被保険者 被扶養者

骨活プログラム 〇 ○

オンライン健康セミナー ○ ○

５．加入事業所の実態やニーズに応じ
た取り組み

既存事業 被保険者 被扶養者

Wellness Café
提供メニュー増加

〇

ファミリーデーイベント
への協賛

○ ○

http://www.hp-kenpo.or.jp/auth/application/mental_b.html
http://www.hp-kenpo.or.jp/auth/application/mental_b.html


目標設定 アウトプット指標 アウトカム指標

被扶養者
特定健診受診率

対象者全員：予約勧奨リーフレット同封
9月末時点未予約者：健診案内再送
自治体ならびにパート先での受診者の実態把握

2024年度：65.0%
2026年度：70.0％
2029年度：75.0％

特定保健指導実施率

保健指導対象者への案内時期の前倒し
保健指導プログラム数の増加
事業主健康管理部門との協働による受診勧奨

2024年度：50.0%
2026年度：54.0%
2029年度：60.0%

後発医薬品使用促進

新規加入者：ジェネリックお願いシール配布
未使用者：差額通知送付
多剤処方者：適正服薬へのご案内

2024年度：85.0%
2026年度：88.0%
2029年度：90.0%

目標設定 対象 アウトプット指標 アウトカム指標

ヘルスリテラシー向上
社員

早期受診キャンペーン実施
特定保健指導への誘導
服薬者保健指導への誘導

重症疾患の発症予防
（虚血性心疾患、脳梗塞、人工透析、がん早期発見）
予防意識向上
（高額医療費、一人あたり医療費の減少）家族 健診受診率アップ

最重点課題について
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